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「芸術の秋」

校長 喜屋武 浩司

ここ広州でも少しずつ秋らしい爽やかな風が吹くようになってきました。晴れて

いるときの風・陽光の心地よさは今の時季ならではですね。

さて、「〇〇の秋」という言葉をよく聞きますね。〇〇にはどんな言葉を想像し

ますか。「スポーツの秋」「読書の秋」「芸術の秋」など、秋は何をやるにしても心

地よい気候なのでこのような言葉が生まれたのでしょうね。

さて、去る 9月 24日（火）に音楽集会
が開かれ、小学部 5，6年生が素敵な歌声
を聞かせてくれました。曲は有名な「カ

ントリーロード」。保護者の皆様も、一度

は歌ったことがある馴染み深い曲だと思

います。

一足早く「芸術の秋」を感じることが

できました。集会後に、他の学年の子ど

もたちも素敵な感想を寄せてくれました

ので紹介したいと思います。

＜素敵な 5，6年生＞
＜小学部1年＞

○えいごでうたえるなんて、さすが 6ねんせい。5ねんせいのてびょうしがリズ
ムをきざんでいてすてきでした。（こじまひろとさん）

○かんどうした。たかいこえがちゃんとでてた。ふらふらしてなかった。うたごえ

がきれいだった。（さとうのぞみさん）

○てをたたくのがたいみんぐがすごくうまかった。（みやじまたくみさん）

＜小学部2年＞

○一ばんさいしょの一人でうたっている

ところがすごいとおもいました。なぜ

かというとすごくきれいで大きな声だ

ったからです。（河野絢芽さん）

○ 5，6年生の声が高くなったり低くなっ
たりするのがすごいなあと思いました。

（上野湊介さん）

○ぼくは 1年のときにうたったのとおな
じとおもったら、もっとすごいことに

なってました。（馬越裕城さん） ＜背筋が伸びてよい姿勢＞

＜小学部3年＞

○ 5 年生と 6年生が歌ったカントリーロードはとてもきれいな声で歌ってたので、
ぼくもいつかは 5年生、6年生みたいになりたいです。（瀬尾梨久さん）

穂 学



○みんなタイミングがあっていて、とても聞きやすかったです。また聞きたいと思

います。（酒井結菜さん）

○今日のえんそうはとてもすばらしかったです。手びょうしがかさなってとてもい

い歌になっていました。わたしたち 3年生もあんな風に歌えるようになりたい
です。（岡崎ちささん）

＜小学部4年生＞

○ 5，6年生の歌はとてもきれいで、ど
こからか風がふいてくるようでした。

（池田泰誠さん）

○ソプラノ、アルトに分かれて重なって

きれいだと思いました。また、5年生
の手びょうしリズムに合わせて歌って

いたのできれいでした。（栗田空さん）

○ 6 年生が歌っているとき、5年生がテ
ンポをとっていたのでいいと思います。 ＜手拍子も息ぴったり＞

最初に四人がカントリーロードをうたって、どんどん盛り上がったのでいいと思

いました。（棚橋彩葉さん）

＜中学部1年＞

○それぞれのパートが重なっていてすごかったです。最初のソロのところも良かっ

たと思います。（渡辺そらさん）

○日本語と英語で歌う工夫がすごかったです。（高柳彼方さん）

○曲の山場に向けて大きくなっていくのがよかったです。合わせて歌うところもと

てもきれいでした。（西麻衣果さん）

＜中学部2年＞

○ 5，6年生の歌声が体育館によく響いていてとてもよかったです。みんなの声量
がとても大きくてハーモニーもとても綺麗で、聞いていたとても楽しかったで

す。これからも頑張ってください。（立川愛果さん）

○カントリーロードは小学校の時に校内で流れていたのですぐにわかりました。6
年生と 5年生の声がどちらもすごくきれいでした。（木村優音さん）

○高学年の高い音と低い音がうまくかみあっていて、とてもきれいな歌声でした。

（富田一樹さん）

＜中学部3年生＞

○ハーモニーが綺麗で、調和がとれていて良かった。また、序盤の個々のパートも

声が大きくて音程もズレていなかったので、総合的に聞いてて心地よかった。

（田中涼也さん）

○最初に二人ずつ歌うところのハーモニーがとてもきれいでした。全体で歌ってい

るところも手拍子があって楽しく感じてとても良かったです。

（吉田汐利さん）

○綺麗な歌声で素晴らしい和声を奏でていて良かったです。沢山の工夫がなされて

いて驚きました。（滝澤泰成さん）

いかがでしょうか。子どもたちの感想を読むと、5，6年生の素敵なハーモニー
が聞こえてくるようですね。

子どもたちは、学習発表会に向けて練習に一生懸命取り組んでいます。また、図

工や美術、技術、数学や職場体験の紹介など、子どもたちの作品も展示しておりま

すので、あわせてご鑑賞ください。一緒に「芸術の秋」を堪能しましょう。


